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研究成果の概要：西南日本内帯の美濃帯坂祝セクションとフィリピン北パラワン地塊のDiman
gletセクションにおいて，遠洋性堆積物であるチャート層の地質柱状図を作成した．両者の比
較から，より珪質な岩相が卓越する層準が，美濃帯のチャートと北パラワン地塊のチャートと
では差異のあることが明らかになった．この差異は，チャートが超大洋パンサラサの別の部分
で堆積したことによると考察された．放散虫の飼育実験においては，蛍光試薬を用いた検討に
より，飼育海水中でシリカの固定が行われていることが確認された．
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１．研究開始当初の背景
中・古生代の放散虫生層序は，低緯度に
適用しうる化石帯区分については一応の
枠組みが構築されている．しかし，中・高
緯度の放散虫群集は組成が異なるため，一
般に対比が困難である．放散虫層序とは独
立の酸素・珪素同位体層序をもちいれば，
放散虫生層序区分の適用限界を越えて地
層の対比をおこなうことが可能となる．本
研究では，酸素・珪素同位体分析用レーザ
ープローブを用いて，ひとつの岩石試料か
ら，酸素(O)と珪素(Si)の同位体比をペアで
測定する手法を確立することが目指され
た．そして，そのペアを大量にかつ系統的
に求めて，同位体層序と放散虫生層序とを
対応づけ，海洋環境変遷との関連で理解す

ることが目的とされた．

２．研究の目的
古海洋研究に資する層序学的フレーム
ワークを構築し，超大洋パンサラサの環境
変遷を解明することを目的とした．対象と
する年代範囲を，３億年前から１億年前の
２億年間（ペルム紀，トリアス紀，ジュラ
紀，白亜紀前期）に設定した．この年代の
放散虫生層序は，日本を含む環太平洋の造
山帯やヒマラヤからアルプスにかけての
造山帯に含まれる遠洋性堆積物について
の研究により，当時の低緯度を代表する海
域の放散虫生層序はかなり明確になって
いる．環太平洋の付加体に挟在する遠洋性
堆積物であるチャートを用い，古海洋の地
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域性を意識しつつ２億年間という長期に
わたる遠洋域の海洋環境変遷を解明する
ことが目的である．海洋における放散虫の
役割を理解するために，放散虫の生態的特
性ならびにシリカ (SiO2)固定能を含む生
理的特性を解明することも目的とされた．

３．研究の方法
国内外の陸域のセクションを対象とし
て，綿密な地質調査を実施し，詳細な岩相
柱状図を作成する．系統的な珪質堆積岩試
料の採取をおこない，それらの放散虫年代
を決定する．酸素・珪素同位体比分析用レ
ーザープローブを用いて上記の年代が明
らかになった珪質岩試料を分析する．得ら
れた酸素・珪素同位体比を，放散虫生層序
からもたらされる年代の枠組に位置づけ，
時間変化の曲線として表現する．また，古
海洋学的位置の異なるセクションでの結
果を比較して，統合層序の適用性を検討す
る．現生放散虫の生態学的・生理学的検討
は，佐渡沖の日本海および沖縄沖の東シナ
海の試料をもとに実施する．

４．研究成果
美濃帯南部の坂祝セクション，関東山地秩
父南帯の両神山セクション，フィリピン北パ
ラワン地塊のDimangletセクションは，中・
古生代に超大洋パンサラサ海の異なる海域
で堆積した遠洋性堆積物を代表し，超大洋に
おける古海洋事件の地域差を検討するのに
適している．それらの地域において，共通の
基準により岩相的特徴からチャートをいく
つかのタイプに区分し，岩相層序を立てた．
また，放散虫化石をもちいた年代決定を行っ
た結果，それらが同年代の地層であることが
明らかになった．
層状チャートにみられるラミナ様の堆積
構造(ストライプチャート)は，層理を形成す
るサイクルよりも短期のミランコビッチサ
イクルを表現している可能性がある．西南日
本とフィリピンに見られるトリアス－ジュ
ラ系チャートの比較から，超大洋パンサラサ
は緯度によって周期的な環境変動に対する
応答の程度が異なることを指摘した．フィリ
ピン北パラワン地塊の中生代チャートの方
が，より鋭敏に周期的変動を記録している．
海洋での生物生産性と堆積物の層相とい
う観点から検討セクションを比較して，海洋
の生産性の高い時期の堆積物を識別しうる
ことから，海洋プレートの赤道通過が認識で
きる可能性について議論した．遠洋性堆積物
の長期にわたる層相変化からプレート移動
の歴史を読み取る方法を，軌跡解析と呼ぶこ
とを提案した．
酸素・珪素同位体の検討については技術的
な問題が解決しなかった．今後，酸素・珪素

同位体を含む各種の地球化学的検討を併用
することにより，超大洋パンサラサの長期環
境変遷を解明していきたい．
放散虫飼育実験においては，蛍光試薬を用
いた検討により，飼育海水中でシリカ(SiO2)
の固定が行われていることが確認された．
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